事前打合せ資料

キャンドルの集い
キャンドルの集いについて
静かな暗闇に揺れるキャンドルの赤い炎は神秘的であり、人の心に深い感動を与えます。火を見つめることで、安らかな気分になり、心を落ち着かせ、集った人々の心に新しい　　何かを芽生えさせます。
ねらい
1 静かな暗闇の中で灯る炎を見つめ、心の中に暖かい人間味を抱かせます。
2 楽しいつどいを通して語り合い、創造性や協調性を養い、深い友情と親睦を深めます。
3 火のもつ神秘さにふれることにより、火に感謝する心や火を大切に扱う態度を身につけます。
役割について
	①火の神様
	１名
	つどい全体の責任者

	②女神様
	１名
	大きいキャンドルを持って先頭を歩き、火の神様をサポートします。

	③火の守
	４名
	大きいキャンドルをもって入場し、生徒に分火をします。

	④献詞者
	1～２名
	代表で詩の朗読をします。

	⑤司会進行
	１～２名
	プログラムの進行係。ナレーションを行い、つどいを作り上げます。


使用する物
　
・燭台……中央用　１　
　　　　　女神様・火の守用　５　
　　　　　個人用　人数分
・ロウソク……中央用大 ６０号　・火の守 、個人用小 1.5号
※ふれあい合宿については、ロウソクを持参されて下さい。
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